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Life Cycle Costing

ライフサイクル コスティング適用について

文教大学大学院情報学研究科 講師 (兼任) 夏 目 武†

Takeshi Natsume†

あらまし Life Cycle Costingはプロジェクト推進，開発設計の最適選択，企業の計画推進，投資効果，大規模施設の

導入等の管理における適正意思決定手段として有効であることは，古くから提唱されている 1)．又，多くの社会規模の事

故例を見ても，特定された調査結果以外に間接的に財政的要因に基づいたものが隠されていることが多い．しかし，この

手法は完全の形で，現産業界に定着している場合はきわめて少ない.ここでは再度その意義を再考し，現状の調査観察を基

にこれからの導入の課題と方策，技術的基盤と支援等を検討する 2)3).

キーワード：ライフサイクル コスティング，Life Cycle Cost(LCC)，ライフサイクル，プロジェクト管理，トレードオフ

ライフサイクル コスティング (Life Cycle Costing) は
製品の開発，運用から廃却段階にいたるすべての期間を通

した総合的プログラムもしくはプロジェクト計画に基づい

た諸活動の総合的原価計算と評価の意味である 9)．コスト

という経済指標から総合的なプロジェクト進捗とその確認

作業と保証のための諸プログラムの適性と有効性を評価し，

意思決定の一つの要素とするものである．又，特定の要求

事項に基づいたプログラムの諸活動の評価と改善お呼び他

要素との整合のための一要素ともなり得るものである．古

くからある有効な手段であるがなかなか普及しないという

問題を持つ．それは原価計算が各企業固有の方式であるこ

と，原価そのものが社外秘の内容が含まれていること及び

現産業構造では調査企画，設計開発，製造，保全，廃却処

分と事業単位の独立したコスト単位煮分割されていること

等から，総合的なコストバランスと全体評価と適正化は不

可能に近い．従がって，一般的なコストモデル化が困難で

あり，適用は限定した個々の不完全な類似モデルしか存在

ないいというか大きな現実の壁がある．

ライフサイクル (Life Cycle)は要求された製品やサービ
スの実現のために組まれたプログラムもしくはプロジェク

トの運用管理を適切に行うために設定した段階的管理手法

が一般化している，即ちその期間を進捗の区切りに対応し

て，いくつかの段階を定義し，計画的段階的に進捗の適合性

の確認を管理するものある．総合的プログラム管理の基に，
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製品の要件定義から廃却に至る工程全体の一周期の期間と

して使われている．例えば，典型的な例を次に示すが 4)5)，

アイテムとその運用状況及び管理主体に応じて段階の区切

りや名称等は自由に設定可能である．

（ 1） Concept & Definition(CD)-要求定義と概念
（ 2） Design & Development(DD)-開発と設計
（ 3） Manufacturing & Installation(MI)-製造と据付
（ 4） Operation & Maintenance (OM)-運用と保全
（ 5） Disposal(Disp.)-廃却
近年の管理手法ではプロジェクトの目的や使命に基づいた

系を設定し，その下に諸活動をプロセスとして特定する．

その諸プロセスは指定されたライフサイクルの下に管理さ

れる．例えば，ソフトウェアライフサイクルプロセスのご

とく手法として確立している 6)．これは組織の状況に依存

し，特定はできないが，理想的には開発製造のようなモノ

を作る組織体と対峙する能力を持つ技術的に独立したモノ

の評価部門を組織に組み込んだ組織が要求される．ライフ

サイクルのある段階から次の段階への移行する条件はこの

保証部門の承認を必要とする管理支援体制が求められるし，

個の管理手法を最大限に生かす組織的条件である．一般に，

フォーマル デザインレビュー (Formal Design Review)の
要件として知られている 7)．ライフサイクル コスティング

このような環境下での意思決定の一要素として効力を発揮

する．しばしば適用されるトレ―ドオフ (Trade-off)が，即
ち一方を上げれば他方が下がる相反的関係もしくは作業の

補正等を条件を付けて先延ばしにすることで解決する補完

的関係である場合に，その時点や条件での最適化のための

平行点を見出したり，設計認証のような条件取引や両要素

の歩み寄った妥協点を見出すこととなる．ライフサイクル
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コスティングは単なるライフサイクルの段階に沿ったプロ

グラムの実施に伴う諸活動の構造的細分化もしくは製品創

生までの構造とその部品の構造的細分化に基づいたコスト

の累計計算のみではない．ライフサイクルは 3年，5年，10
年と長期にわたるのが一般的である．この間のプロジェク

トの内容やスケジュール等に関する主要要素の変更，貨幣

価値変動，利息変動，対象の価値感の低下，課税の変動，障

害発生による損失費の発生と其の影響による損失費の加算

等多くの不確定要素が LCCの精度を低下させる要因を作
る．LCC計算データの蓄積と同時にこれらの状況に基づい
た予測値を探求することになる．プロジェクトの遂行にお

いてはプロジェクト リスク マネジメントのもとにリスク評

価が行われるが 8)9)，これと同期してライフサイクル コス

ティングが行われ，より精度のある意思決定情報となって

いくのである．ここで，プロジェクトリスクとは企画計画

起案から納期まで，あるビジネスケースでは運用保全から

廃却に至る全段階を含み，定められた要求目標を実現する

ための諸活動で財務，社会的要請もしくは環境，市場要求，

環境問題，政治的要素，経済的要因，組織と人的資源関連

の要素，技術と其の選定，障害予防と発生時の対策及び法

的規制への対処等の諸要素から発生すると予想されるプロ

ジェクトへの負の影響もしくは損失の予測量をいい，ライ

フサイクル コスティングの評価と重なる．これはより精度

の高い意思決定要因への情報提供となる．

又 更にライフサイクル コスティングで重要な作業は感

度分析 (sensitivity analysis)による評価である 9). コスト
区分と全体のコスト構造化が特定されたと仮定して，個々

の区分を変数として変動させて，全体への影響を評価検討

することで適正値を見出すのである．この変動もしくはゆ

れの範囲は其の変数のコスト区分における設定条件，技術

水準の状況及びに財政的もしくは時間的制約等に依存する．

このことはリスク プロファイルの時間的移行に伴う変動と

相関して変動する．このようにライフサイクル コスティン

グはライフサイクルの段階の進捗に合わせて再計算と分析

評価が継続的に行われより精度高い意思決定情報を提供す

ることになる．

現産業界での典型的な活用例は米国防総省のシステム，

装置，機器類の調達のための LCCに関するガイドライン
と其の実施，及び日本防衛庁の取得改革委員会報告 (平成
10年 6月)にあるように LCCに基づいた調達方式の導入
である．又，建築業界では大型建物の運用保全コスト対新

築とその効果の総合コストによる営業推進用の道具として

活用されている．日本プラントエンジニア協会はライフサ

イクル コスティング委員会の下に手法と実例 (1981)や製
造プラントのメインテナンス技術-ライフサイクル コスト
に関する調査研究報告書 (1986)を発行しているか，DOD
D5000.1の領域を出ていない．理想的なライフサイクル全
般を通した調査報告は無い．近年，プラント業界に見られる

ように系としてのプラント建設に際してアベイラビリティ

の要求に対する総コストと運用保全コストの条件が規定さ

れている 10). LCCの本来の手法が生かされる状況が現れ
ている．さらに，環境問題の解決への手法として LCA(Life
Cycle Assessment)が定着しているが，これへの補完とし
て環境会計ガイドライン 11) が環境省から出版されている．

環境施策計画やその効果予測の適正化を総合的なコストの

側面から情報を提供することになる．又，原本 9) の翻訳と

解説からなる JIS C 5750-3-3: ライフサイクル コスティン
グ (ライフサイクルにおける総合的な原価計算とその分析，
評価）が 2006年度に出版予定である．
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